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浜田広介作品を履いたカリキュラム開発の検討
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さらに,どんぐりを擬人化したス トー リー になっ
ており,広介が幼少時代に高畠の自然豊かな農村
で暮らしてきたことがこの詩にあらわれている｡
② ｢親の芋づるァ｣
この詩でいう芋とは里芋のことである｡高畠で
経験した農作業中のことを思い出し詩にしたので
ある｡種芋を親に,子芋を子どもにみたて詩にし
ている｡さらに,｢どれも似ている 親芋に｣とい
う言葉からは,家族をも連想させる内容になって
いる｡一つひとつの言葉を読み取り,広介の見方
を考えていくことで,山形のよさをこの詩に見出
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していけるのではない かと考える｡
③ ｢しら雪の ふる国にして｣
この短歌は,広介が山形空港開きに招待された
際に詠まれたものである｡故郷である山形と福島
の境である吾妻越えをするときに詠んだのだ｡故
郷である山形を離れ,再び山形に戻ってくるとき,
さらに故郷-の愛情を感じる｡この作品はまさに
その瞬間にうまれたものである｡
この3つの作品を教材として小学校高学年国語
で実践し,本研究のカリキュラムに位置づけられ
るか検討したい｡
5 到達点と課題
本研究では,広介作品を通して国語と郷土愛の
2つを育てる教材化を試みた｡ 到達点としては次
の2点である｡
まず,広介作品の国語としての学習は意義のあ
るものであることがわかった｡さらに,郷土愛を
育てるための学習計画を作成することができた｡
課題としては,次の点を指摘できる｡考察で述
べた郷土愛を育てるための学習計画を実践する｡
この実践を柱とし,最終的には､第1学年～第6
学年までの積み重ねによる浜田広介の国語科カリ
キュラムづくりにつなげていく｡ 今後は,今回の
実践である ｢おかの上のきりん｣の教材をカリキ
ュラムに取り入れていくかも検討していきながら,
研究を進める｡
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